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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第22期

第１四半期
連結累計期間

会計期間
自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

売上高 (千円) 989,896

経常利益 (千円) 192,705

親会社株主に帰属する四半期純利益 (千円) 121,596

四半期包括利益 (千円) 113,226

純資産額 (千円) 3,157,389

総資産額 (千円) 5,328,781

１株当たり四半期純利益 (円) 33.82

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 (円) ―

自己資本比率 (％) 55.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

４．2020年２月14日付で普通株式１株につき普通株式30株の割合で株式分割を行っております。第22期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間については、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用環境及び株式市場が好調な一方、貿易摩擦問題

や国際紛争問題等により、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが属する対面決済市場においては、訪日外国人観光客の増加、ラグビーワールドカップ等の

国際的なイベントの開催、行政主導によるキャッシュレス化の推進、キャッシュレス決済手段の多様化等

を背景に、キャッシュレス決済を導入する加盟店様もキャッシュレス決済の利用額も着実に増加しており

ます。

このような状況のもと、当社グループは、加盟店様のニーズに合った決済端末機器の販売及びレンタル、

決済処理センターの運用、加盟店様及びアライアンス先の新規獲得に注力しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高989,896千円、営業利益194,545千円、経常

利益192,705千円、親会社株主に帰属する四半期純利益121,596千円となりました。

なお、当社グループは対面決済処理サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省

略しております。

② 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は4,332,241千円となり、前連結会計年度末に比べ459,488

千円増加いたしました。これは主に現金及び預金が478,407千円増加したことによるものであります。固定

資産は996,540千円となり、前連結会計年度末に比べ15,903千円減少いたしました。これは主に有形固定資

産が14,980千円減少したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、5,328,781千円となり、前連結会計年度末に比べ443,585千円増加いたしました。

(負債)

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は2,094,994千円となり、前連結会計年度末に比べ335,835

千円増加いたしました。これは主に預り金の増加264,549千円及び買掛金の増加75,799千円によるものであ

ります。固定負債は76,398千円となり、前連結会計年度末に比べ5,476千円減少いたしました。これは主に

繰延税金負債が3,277千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、2,171,392千円となり、前連結会計年度末に比べ330,359千円増加いたしました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は3,157,389千円となり、前連結会計年度末に比べ

113,226千円増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益121,596千円の計上による

ものであります。
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(2) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 479,356

計 479,356

（注）2020年１月27日開催の取締役会の決議により、2020年２月14日付で株式分割に伴う定款の変更を行い、発行可能

株式総数は13,901,324株増加して、14,380,680株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年３月25日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 119,839 3,595,170 非上場
単元株式数は100株で

あります。

計 119,839 3,595,170 ― ―

（注）2020年１月27日開催の取締役会において、2020年２月14日付で普通株式１株につき普通株式30株の割合で株式分

割を行っております。これにより、発行済株式総数は3,475,331株増加して、3,595,170株となっております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年12月31日 - 119,839 - 1,173,309 - 1,186,420

（注）2020年１月27日開催の取締役会において、2020年２月14日付で普通株式１株につき普通株式30株の割合で株式分

割を行っております。これにより、発行済株式総数は3,475,331株増加して、3,595,170株となっております。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 119,000 1,190

完全議決権株式であり、権利内容に何
ら限定のない当社における標準となる
株式であります。なお、単元株式は
100株であります。

単元未満株式 普通株式 839 ― ―

発行済株式総数 119,839 ― ―

総株主の議決権 ― 1,190 ―

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

２ 監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取

引法第193条の２第１項の規定に準じて、第１四半期連結会計期間(2019年10月１日から2019年12

月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年10月１日から2019年12月31日まで)に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,613,900

売掛金 361,617

商品 159,158

その他 199,683

貸倒引当金 △2,118

流動資産合計 4,332,241

固定資産

　 有形固定資産 58,803

無形固定資産

ソフトウェア 309,427

ソフトウェア仮勘定 72,671

　 顧客関連資産 203,351

　 のれん 299,959

その他 8,540

無形固定資産合計 893,950

投資その他の資産

　 敷金 10,025

　 破産更生債権 214

　 繰延税金資産 29,801

　 その他 3,959

　 貸倒引当金 △214

　 投資その他の資産合計 43,786

固定資産合計 996,540

資産合計 5,328,781
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 255,221

未払法人税等 71,981

　 預り金 1,498,782

賞与引当金 35,930

役員賞与引当金 24,909

その他 208,169

流動負債合計 2,094,994

固定負債

繰延税金負債 62,266

その他 14,131

固定負債合計 76,398

負債合計 2,171,392

純資産の部

株主資本

資本金 1,173,309

資本剰余金 1,186,420

利益剰余金 570,314

株主資本合計 2,930,043

新株予約権 0

非支配株主持分 227,345

純資産合計 3,157,389

負債純資産合計 5,328,781
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
至 2019年12月31日)

売上高 989,896

売上原価 528,485

売上総利益 461,410

販売費及び一般管理費 266,865

営業利益 194,545

営業外収益

受取利息 31

その他 53

営業外収益合計 85

営業外費用

支払利息 78

　 上場関連費用 1,847

その他 0

営業外費用合計 1,925

経常利益 192,705

税金等調整前四半期純利益 192,705

法人税、住民税及び事業税 64,763

法人税等調整額 14,715

法人税等合計 79,479

四半期純利益 113,226

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8,370

親会社株主に帰属する四半期純利益 121,596
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
至 2019年12月31日)

四半期純利益 113,226

四半期包括利益 113,226

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 121,596

非支配株主に係る四半期包括利益 △8,370
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【注記事項】

(追加情報)

当第１四半期連結累計期間（自 2019年10月１日 至 2019年12月31日）

包括加盟店契約に関する事項

当社は、継続的役務を提供する加盟店が提供完了前に経営破綻などに陥り、継続的役務の提供が出来なくなっ

た場合、包括加盟店契約等に基づき、当該加盟店の未消化役務残高の一部を負担する可能性があります。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
至 2019年12月31日)

減価償却費 49,513千円

のれん償却額 11,109千円

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 2019年10月１日 至 2019年12月31日)

当社グループの事業セグメントは、対面決済処理サービス事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しい

ため、セグメント情報の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年10月１日
至 2019年12月31日)

１株当たり四半期純利益 33円82銭

(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 121,596

　普通株主に帰属しない金額(千円) ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　(千円)

121,596

　普通株式の期中平均株式数(株) 3,595,170

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

―

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社株式は非上場で

あり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

２．当社は、2020年２月14日付で普通株式１株につき普通株式30株の割合で株式分割を行っております。当連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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(重要な後発事象)

（株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更）

当社は、2020年１月27日開催の取締役会において、株式分割及び株式分割に伴う定款の一部変更を行うこと

を決議し、2020年２月14日付で株式分割を行っております。

（１）株式分割の目的

投資単位当たりの金額を引下げることにより、当社株式の流動性の向上と投資家層の拡大を図ることを

目的としております。

（２）株式分割の概要

① 分割の方法

2020年２月13日を基準日として、同日最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式を、

１株につき30株の割合をもって分割いたします。

② 分割により増加する株式数

株式分割前の発行済株式総数 119,839株

今回の株式分割により増加する株式数 3,475,331株

株式分割後の発行済株式総数 3,595,170株

株式分割後の発行可能株式総数 14,380,680株

③ 分割の日程

基準日の公告日 2020年１月28日

基準日 2020年２月13日

効力発生日 2020年２月14日

④ １株当たり情報に及ぼす影響

当該株式分割による影響については、「１株当たり情報」に記載しております。

（３）株式分割に伴う定款の一部変更

① 定款変更の理由

今回の株式分割に伴い、会社法第184条第２項の規定に基づき、2020年２月14日をもって、当社定款第７

条の発行可能株式総数を変更しております。

② 定款変更の内容

変更の内容は以下のとおりです。

（下線は変更箇所を示しています。）

現行定款 変更後定款

（発行可能株式総数）

第７条 当会社の発行可能株式総数は、479,356株とす

る。

（発行可能株式総数）

第７条 当会社の発行可能株式総数は、14,380,680株とす

る。

③ 定款変更の日程

効力発生日 2020年２月14日

（４）資本金の額の変更

今回の株式分割に際して、資本金の額の変更はありません。

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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